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一
〇
月
一
九
日
（
木
）
図
書
館

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
本
学
で
の
宗
教

改
革
五
〇
〇
年
記
念
行
事
の
一
環
と

し
て
、
R
C
C
主
催
の
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
上
智
大
学
神
学
部

の
山
岡
三
治
教
授
を
講
師
に
、「
宗
教

改
革
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
ど
う
変

わ
っ
た
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ

れ
た
こ
の
講
演
会
に
は
、
学
内
外
か

ら
七
六
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。
R
C
C
で
は
、
今
回
の
宗
教
改

革
五
〇
〇
年
が
歴
史
上
初
め
て
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
が
共
に

行
う
記
念
で
あ
り
、「
和
解
」
と
「
交

わ
り
」
が
そ
の
中
心
テ
ー
マ
と
な
る

こ
と
を
重
視
し
て
、
今
年
度
の
研
究

活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
カ
ト
リ
ッ

ク
司
祭
・
神
学
者
で
あ
る
山
岡
先
生

を
お
招
き
し
て
の
こ
の
講
演
会
は
、

ま
さ
に
そ
の
理
解
を
深
め
る
貴
重
な

機
会
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
山
岡
先
生
は
冒
頭
に
「
交
わ
り
の

前
進
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
今

回
の
講
演
会
の
意
義
を
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
宗
教
改
革
か
ら
の
五
〇
〇
年

間
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
交
わ
り

は
確
か
に
前
進
し
て
き
た
。
も
う
後

退
は
あ
り
得
ず
、
こ
れ
か
ら
も
前
進

し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は

そ
の
た
め
に
努
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
そ
う
強
調
さ
れ
た
上
で
、
今

回
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
ご
自
身
が
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
大
学
に
講
師
と
し

て
招
か
れ
た
の
も
、
こ
の
交
わ
り
の

実
り
で
あ
る
と
し
て
感
謝
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
講
演
内
容
は
、「
交
わ
り
の
前
進
」

に
と
っ
て
決
定
的
な
一
歩
と
な
っ
た

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
（
一
九
六
二

年
～
一
九
六
五
年
）
に
焦
点
を
当
て

た
も
の
で
し
た
。
一
六
世
紀
の
宗
教

改
革
の
後
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
勢

力
を
伸
ば
す
中
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は

そ
れ
に
対
し
防
御
的
な
姿
勢
を
取
り
、

ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
や
第
一
バ
チ
カ

ン
公
会
議
に
は
そ
れ
が
色
濃
く
反
映

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
の
危

機
と
変
化
の
中
で
、
そ
の
姿
勢
は
徐
々

に
軟
化
し
て
い
き
、
教
皇
ヨ
ハ
ネ

二
三
世
の
招
集
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
は
「
今
日
の
世
界
の
状
況
に

対
応
で
き
る
教
会
」
へ
と
改
革
さ
れ

た
の
で
す
。
そ
れ
は
「
こ
れ
ま
で
の

も
の
を
す
べ
て
捨
て
て
新
し
く
な
っ

た
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
教
会

が
最
も
本
質
的
な
と
こ
ろ
で
は
変
わ

る
こ
と
な
く
、様
々
な
面
で
「
今
日
化
」

（
ア
ジ
ョ
ル
ナ
メ
ン
ト
）
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
公
会
議
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
変
化

と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
以
前

よ
り
も
聖
書
を
重
ん
じ
、
キ
リ
ス
ト

論
を
中
心
と
し
、
神
の
民
と
し
て
の

全
信
徒
の
祭
司
性
を
重
視
し
、
教
会

を
こ
の
世
に
開
放
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
「
信
徒
の
共
同
体
と

し
て
の
教
会
」
と
い
う
認
識
が
、
そ

の
後
、
皆
で
祭
壇
を
囲
む
円
形
の
教

会
建
築
、
聖
職
者
中
心
で
は
な
く
信

徒
の
意
見
を
重
ん
じ
る
教
会
運
営
な

ど
に
、
具
体
的
に
反
映
さ
れ
て
き
た

の
で
す
。
ま
た
、
公
会
議
に
よ
っ
て

　
二
〇
一
七
年
は
、
ド
イ
ツ
の
カ
ト

リ
ッ
ク
修
道
士
・
司
祭
・
神
学
者
で
あ
っ

た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
が
宗
教
改
革

の
端
緒
を
開
い
た
一
五
一
七
年
の
い

わ
ゆ
る
「
九
五
ヶ
条
の
提
題
」
発
表
か

ら
五
〇
〇
年
目
の
年
で
し
た
。
宗
教
改

革
発
祥
の
地
で
あ
る
ド
イ
ツ
を
始
め
、

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
R
C
C
も
七
月
～

一
一
月
に
か
け
て
講
演
会
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
ポ
ス
タ
ー
展
等
、
六
件
の
関
連
行

事
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
ニ
ュ
ー
ズ
レ

タ
ー
で
は
そ
の
概
要
を
写
真
等
を
交

え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
協
力
・
ご
参

加
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
教
改
革
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
ど
う
変
わ
っ
た
か

講
師
　
上
智
大
学
神
学
部
教
授
　
山
岡
　
三
治 

氏

報
告
者
　
R
C
C
主
任
研
究
員
　
打
樋
　
啓
史  

R
C
C
主
催
　
宗
教
改
革
五
〇
〇
年
記
念
行
事
報
告

講
演
会
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意
匠
の
確
定
が
必
要
に
な
っ
た
と
す

る
の
が
、
蜷
川
氏
の
主
張
で
す
。

　
蜷
川
氏
は
、
豊
富
な
図
版
例
や
、

同
時
代
の
文
献
を
用
い
な
が
ら
、「
ル

タ
ー
の
薔
薇
」
の
成
立
事
情
と
そ
の

後
の
受
容
に
つ
い
て
自
説
を
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
や
図
像
が
既

に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
利
用
し
て

作
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
説
得

力
の
あ
る
も
の
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
関
西
学
院
の
宗
教
改
革
五
〇
〇
年

記
念
行
事
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
ル
タ
ー
派
コ
ラ
ー
ル
の
成
立

を
取
り
上
げ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
が
、
図
像
の
成
立
と
解
釈
を
取

り
扱
う
本
講
演
で
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。
宗
教
改
革
の
音
楽
や
図
像
を

取
り
上
げ
る
こ
れ
ら
の
機
会
は
、「
キ

リ
ス
ト
教
と
文
化
」
を
そ
の
名
に
持

つ
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
し
て
、
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
マ
リ
ア
の

賛
歌
（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
・
四
七

～
五
五
）
の
ド
イ
ツ
語
訳
と
注
解
を

書
い
て
い
る（
一
五
二
一
年
）よ
う
に
、

ル
タ
ー
は
は
じ
め
、
マ
リ
ア
に
対
す

る
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
先
の
ル
タ
ー
自
身
に
よ
る
説
明
が

書
か
れ
た
年
代
に
つ
い
て
も
、
検
討

さ
れ
ま
し
た
。
一
旦
は
緩
和
さ
れ
て

い
た
ヴ
ォ
ル
ム
ス
勅
令
（
ル
タ
ー
を

法
律
の
保
護
の
外
に
置
く
）
の
実
行

が
再
び
強
化
さ
れ
よ
う
と
さ
れ
て
い

る
と
き
に
、「
ル
タ
ー
の
薔
薇
」
は
、

ル
タ
ー
個
人
の
紋
章
か
ら
、
ル
タ
ー

派
の
旗
印
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
た
め
公
式
の
見
解
、

の
中
で
ル
タ
ー
自
身
が
説
明
し
て
お

り
、
そ
の
説
明
に
基
づ
い
て
「
ル

タ
ー
の
薔
薇
」
が
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
意
匠
は

一
五
二
〇
年
頃
か
ら
、
海
賊
版
を
防

ぐ
意
味
で
ル
タ
ー
の
著
作
の
表
紙
に

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

こ
の
一
〇
年
間
の
空
白
（
沈
黙
）
に

注
目
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
、
元
々
は
騎
士
た
ち
の

持
ち
物
に
付
け
ら
れ
て
い
た
、
所
有

者
を
特
定
す
る
た
め
の
紋
章
が
、
裕

福
な
市
民
の
間
に
も
広
ま
る
よ
う
に

な
り
、
個
人
の
紋
章
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
意
匠
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ル
タ
ー

の
父
が
使
っ
て
い
た
紋
章
や
、
ル
タ
ー

家
に
あ
っ
た
祭
壇
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、

こ
の
「
薔
薇
」
は
、
聖
母
マ
リ
ア
に

関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
薔
薇
の
中
に
あ
る
「
心
臓
」
と
「
十

字
架
」
に
つ
い
て
も
、
ル
ー
カ
ス
・

ク
ラ
ナ
ッ
ハ
（
父
）
に
よ
る
《
ペ
ス

ト
図
（
疫
病
撃
退
図
）》
と
の
類
似
か

ら
、
聖
母
の
「
み
心
」
で
あ
る
可
能

　
去
る
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
七

日
（
月
）、
蜷
川
順
子
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
て
、
R
C
C
主
催
の
標
記

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
一
六
時

五
〇
分
～
一
八
時
二
〇
分
、
B
号
館

二
〇
四
号
教
室
）。
蜷
川
氏
は
、
関
西

大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
教
授
（
芸

術
学
美
術
史
専
修
）
で
、
一
五
、一
六

世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
方
美
術
を
専

門
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
本
年
、『
聖

心
（
み
こ
こ
ろ
）
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー

—

宗
教
改
革
前
後
ま
で
』（
関
西
大
学
出

版
部
）
を
上
梓
さ
れ
、
本
講
演
も
、

こ
の
ご
著
書
で
展
開
さ
れ
て
い
た
内

容
を
中
心
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ル
タ
ー
の
薔
薇
」（
下
の
写
真
参

照
）
の
デ
ザ
イ
ン
や
色
の
意
味
に
つ

い
て
は
、
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
に
宛
て

た
一
五
三
〇
年
七
月
八
日
付
の
手
紙

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ

ム
へ
と
開
か
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

や
正
教
と
の
対
話
、
さ
ら
に
他
宗
教

と
の
対
話
を
進
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
変
わ
ら
な
か
っ
た

面
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
公
会

議
の
精
神
は
そ
の
後
の
教
皇
た
ち
に

よ
っ
て
も
受
け
継
が
れ
、
こ
の
世
に

開
か
れ
た
教
会
の
実
現
は
さ
ら
に
推

し
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

　
最
後
に
講
師
は
、「
教
会
の
本
質
的

な
も
の
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
い

う
、
そ
れ
が
あ
る
限
り
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
お
互
い
の
交

流
は
可
能
で
は
な
い
か
」
と
し
た
上

で
、
今
日
の
世
界
に
は
、
両
者
が
「
ひ

と
つ
に
な
る
よ
う
に
向
か
わ
せ
る
環

境
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
世
界
の
い
く
つ
か
の

地
域
で
教
派
を
問
わ
ず
キ
リ
ス
ト
教

徒
が
迫
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
カ
ト

リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
従
来

の
よ
う
に
地
域
ご
と
に
分
か
れ
ず
同

じ
地
域
に
混
ざ
っ
て
暮
ら
す
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、
そ
も
そ
も
人
々
の
教

会
離
れ
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
の
三

点
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
両

者
が
お
互
い
の
よ
い
と
こ
ろ
を
学
び

合
い
な
が
ら
、
距
離
を
取
り
過
ぎ
ず

近
づ
い
て
、
こ
の
世
の
た
め
に
協
働

し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
大
切
に

な
っ
て
く
る
と
強
調
さ
れ
て
、
講
演

は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

ベルリン大聖堂ファサードの「ルターの薔薇」　講師撮影

「
ル
タ
ー
の
薔
薇
」
の
成
立
事
情 

講
師
　
関
西
大
学
文
学
部
教
授
　
蜷
川
　
順
子 

氏

報
告
者
　
R
C
C
セ
ン
タ
ー
長
　
水
野
　
隆
一
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記
念
日
は
ど
の
よ
う
に
祝
わ
れ
た
か

日
時
：
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
六
日

（
木
）
一
七
時
一
〇
分
～
一
八
時
四
〇
分

場
所
：
吉
岡
記
念
館
三
階
会
議
室
一

発
題
：
加
納
　
和
寛
　
神
学
部
准
教

授
、
R
C
C
主
任
研
究
員

　
一
一
月
一
六
日
開
催
の
R
C
C

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ド
イ
ツ
に
お
い
て
宗

教
改
革
記
念
日
は
ど
の
よ
う
に
祝
わ

れ
た
か
」
に
は
一
九
人
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
の
宗
教

改
革
五
〇
〇
年
を
見
据
え
、
ド
イ
ツ

福
音
主
義
教
会
（
E
K
D
）
が
準
備

組
織
を
立
ち
上
げ
た
の
は
二
〇
〇
七

年
で
し
た
。
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
と

の
対
話
と
協
働
を
中
心
に
準
備
が
進

め
ら
れ
、
記
念
諸
行
事
に
は
カ
ト

リ
ッ
ク
の
司
教
た
ち
を
は
じ
め
と
し

て
、
他
教
会
・
他
宗
教
の
積
極
的
参

加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経

緯
を
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
で
追
い
な
が

ら
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
三
一
日
、

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
宗

教
改
革
の
端
緒
が
開
か
れ
た
地
で
あ

＜
第
一
回＞

テ
ー
マ
：
ル
タ
ー
派
コ
ラ
ー
ル
の
始

ま
り
と
発
展

−
−Kyrie, Gott Vater 

in Ew
igkeit 

を
例
に

日
時
：
二
〇
一
七
年
七
月
六
日
（
木
）

十
七
時
一
〇
分
～
一
八
時
四
〇
分

場
所
：
吉
岡
記
念
館
三
階
会
議
室
一

発
題
：
水
野
　
隆
一
　
神
学
部
教
授
、

R
C
C
セ
ン
タ
ー
長

　
七
月
六
日
（
木
）
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
宗
教
改
革
の
文
化
的
な
影
響
、

と
り
わ
け
、
礼
拝
に
お
け
る
賛
美
歌

歌
唱
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ル
タ
ー
に
よ
る
礼
拝
改
革
は
、
ミ

サ
を
大
き
く
変
更
せ
ず
、
ド
イ
ツ
語

で
行
う
こ
と
に
し
た
の
が
特
徴
で
、

「
ミ
サ
通
常
文
」
の
部
分
は
、
そ
れ
ら

に
相
当
す
る
賛
美
歌
（
コ
ラ
ー
ル
）

に
置
き
換
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、「
キ
リ
エ
（
あ
わ
れ

み
の
賛
歌
）」
に
相
当
す
る
コ
ラ
ー

ル
、「
キ
リ
エ
、
永
遠
の
父
な
る
神
」

（Kyrie, G
ott Vater in Ew

igkeit

）

が
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
《Kyrie, fons 

bonitatis

》
を
ド
イ
ツ
語
化
し
た
も

の
と
し
て
成
立
し
た
事
情
を
見
た
後
、

ラ
テ
ン
語
と
ド
イ
ツ
語
の
詞
が
比
較

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ラ
ー
ル

の
受
容
、
と
く
に
、
ヨ
ハ
ン
・
ゼ
バ

ス
チ
ャ
ン
・
バ
ッ
ハ
《
ク
ラ
ヴ
ィ
ー

ア
練
習
曲
集
第
三
部
》
所
載
曲
の
解

釈
を
、
実
際
に
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、

検
討
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
通
常
文
の

ド
イ
ツ
語
化
に
よ
り
、
結
果
的
に
三

位
一
体
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

バ
ッ
ハ
の
オ
ル
ガ
ン
曲
は
そ
れ
を
音

楽
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

＜

第
二
回＞

　

テ
ー
マ
：
テ
ゼ
共
同
体
の
エ
キ
ュ
メ

ニ
ズ
ム
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
位
置

日
時
：
二
〇
一
七
年
一
〇
月
五
日
（
木
）

一
七
時
一
〇
分
～
一
八
時
四
〇
分

場
所
：
吉
岡
記
念
館
三
階
会
議
室
一

発
題
：
打
樋
　
啓
史
　
社
会
学
部
教
授
・

宗
教
主
事
、
R
C
C
主
任
研
究
員

　
歴
史
上
初
め
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

と
カ
ト
リ
ッ
ク
が
共
同
で
行
な
う

今
回
の
宗
教
改
革
記
念
は
、
長
い

間
分
裂
し
て
き
た
両
者
が
特
に
二
〇

世
紀
以
降
歩
み
寄
っ
て
き
た
こ
と
の

実
り
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
一
致
へ

の
歩
み
に
影
響
を
与
え
て
き
た
の
が

一
九
四
〇
年
に
キ
リ
ス
ト
者
間
の
和

解
を
目
指
し
て
創
始
さ
れ
た
フ
ラ
ン

ス
の
テ
ゼ
共
同
体
で
す
。
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
テ
ゼ
の
創
始
者
ブ
ラ

ザ
ー
・
ロ
ジ
ェ
の
思
想
と
生
涯
に
注

目
し
て
、「
交
わ
り
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
宗
教
改
革
五
〇
〇
年
記
念
に
と
っ

て
テ
ゼ
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
論
じ

ら
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
出

身
の
ロ
ジ
ェ
は
、
宗
教
改
革
の
精
神

を
重
ん
じ
つ
つ
も
、
そ
れ
が
も
た
ら

し
た
分
裂
に
は
与
す
る
こ
と
な
く
、

教
会
の
普
遍
性
を
可
視
化
す
る
道

を
求
め
て
努
力
を
続
け
ま
し
た
。
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
こ
の
ロ
ジ
ェ
の

思
想
と
働
き
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介

さ
れ
、
彼
の
抱
い
た
一
致
へ
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
特
に
世
界
中
の
若
者
た
ち
と
共

有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
重

要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

＜

第
三
回＞

　

テ
ー
マ
：
ド
イ
ツ
に
お
い
て
宗
教
改
革

る
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
で
E
K
D
主

催
に
よ
り
行
わ
れ
た
宗
教
改
革
記
念

日
礼
拝
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ

た
の
か
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
を
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
共
有
し
ま

し
た
。

　
ド
イ
ツ
総
領
事
館
よ
り
提
供
い
た

だ
い
た
宗
教
改
革
五
〇
〇
年
記
念
ポ

ス
タ
ー
「#H

ereIstand

　
我
こ
こ
に

立
つ
―
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
、
宗

教
改
革
と
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
も
の
」

（
A
1
サ
イ
ズ
、
三
〇
枚
）
の
展
示

会
を
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
一
〇
月 

九
日
（
月
）

～
一
三
日
（
金
）
に
、
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
図
書
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
で
一
〇
月
一
六
日
（
月
）

～
二
〇
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
ポ
ス
タ
ー
展

■
フ
ォ
ー
ラ
ム
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音
楽
に
お
け
る
「
キ
リ
ス
ト
・
フ
ィ

ギ
ュ
ア
」、
C
D
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
表
象
、
日
本

の
ド
ラ
マ
に
お
け
る
神
観
、
音
楽
に

お
け
る
聖
書
の
解
釈
、
大
河
ド
ラ
マ

に
お
け
る
明
治
の
キ
リ
ス
ト
者
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、「
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
」
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
わ

り
が
多
様
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関

す
る
映
画
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。

　
研
究
会
活
動
は
、
二
〇
一
八
年
に

入
っ
て
、
一
月
一
九
日
（
金
）
に
は
、

東
よ
し
み
主
任
研
究
員
（
神
学
部
准

　
今
年
は
、
関
西
学
院
全
体
で
宗
教

改
革
五
〇
〇
年
を
記
念
す
る
行
事
が

行
わ
れ
、
R
C
C
も
講
演
会
を
二
つ

主
催
し
、
研
究
員
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
三
度
開
催
す
る
な
ど
、
精
力
的

に
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
研
究
は
少
し
遅
れ
て
出
発
し

ま
し
た
が
、
本
年
よ
り
開
始
さ
れ
た

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
七
月
一
八

日
（
火
）
に
第
一
回
の
研
究
会
を
開

い
て
、
研
究
の
方
向
性
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
担
当

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
象
と
す
る
ト

ピ
ッ
ク
を
あ
げ
て
、
懇
談
を
し
ま
し

た
。
あ
げ
ら
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
は
、
映

画
に
お
い
て
描
か
れ
る
神
、
映
画
・

葛
藤
）
を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
鍵
と

な
る
。
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
平
和
的
手

段
に
よ
り
扱
う
場
合
、
平
和
ワ
ー
ク

が
可
能
と
な
る
―
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を

武
力
に
よ
っ
て
扱
う
と
き
、
破
壊
的

状
況
を
生
み
出
す
―
と
、
平
和
紛
争

学
で
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
現
在
の
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
危

機
」
に
取
り
組
む
と
き
、
ま
す
ま
す

消
極
的
平
和
（
暴
力
の
削
減
・
不
在
）

の
重
要
性
が
探
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

ア
出
身
者
で
、
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
二
週
間
受
講
す
る
が
、
そ
の
合
間

に
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
か
け
現
場
か

ら
学
ぶ
機
会
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
七
年
夏
季
は
沖
縄
に
て
実
施
、

過
去
の
「
沖
縄
戦
」
や
現
在
の
辺
野

古
と
い
っ
た
場
か
ら
学
び
、
沖
縄
の

平
和
活
動
に
関
わ
る
人
々
と
共
に
未

来
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
も
そ
も
平
和
ワ
ー
ク
と
は
、
平

和
紛
争
学
を
基
盤
に
し
て
、
理
論
研

究
、調
査
・
活
動
、普
及
、そ
し
て
教
育
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
。
ま
た
、
直
接
的
暴
力
の
前
・
最

中
・
後
の
各
局
面
に
お
い
て
、
調
停
・

直
接
行
動
・
和
解
な
ど
を
軸
と
し
な

が
ら
、
ワ
ー
ク
の
種
類
も
臨
機
応
変

す
る
。

　
そ
し
て
、
平
和
創
造
を
考
え
る
と

き
、
コ
ン
フ
リ
ク
ト
（
紛
争
・
対
立
・

　
本
報
告
で
は
、
最
初
に
、
一
つ
の

平
和
教
育
の
あ
り
方
と
し
て
、
東
北

ア
ジ
ア
地
域
平
和
構
築
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
（N

ARPI

、
ナ
ル
ピ
）
の

実
践
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
ナ
ル
ピ

と
は
、
毎
夏
、
東
北
ア
ジ
ア
の
ど
こ

か
に
て
開
催
さ
れ
る
平
和
構
築
の
研

修
を
提
供
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

り
、
報
告
者
は
そ
の
運
営
委
員
長
を

務
め
て
い
る
。

　「
修
復
的
正
義
」「
ト
ラ
ウ
マ
・
ヒ
ー

リ
ン
グ
」「
平
和
教
育
」「
平
和
ワ
ー

ク
に
お
け
る
芸
術
ア
プ
ロ
ー
チ
」「
平

和
構
築
ス
キ
ル
と
し
て
の
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
」「
脱
軍
事
化
と
非
暴
力

抵
抗
」
な
ど
の
テ
ー
マ
を
か
か
げ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
は
、
五
日
間
朝

か
ら
夕
方
ま
で
集
中
的
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
提
供
す
る
。

　
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
は
東
北
ア
ジ

い
。
戦
争
・
武
力
紛
争
に
連
な
る
要

素
を
ど
う
減
じ
る
か
。
同
時
に
、
積

極
的
平
和
（
建
設
的
・
創
造
的
・
非

暴
力
的
に
人
間
・
社
会
・
環
境
の
関

係
性
を
改
善
す
る
態
度
・
行
動
）
の

た
め
に
、
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
平
和
的

に
扱
う
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
養
成

す
る
こ
と
に
、
社
会
全
体
と
し
て
精

を
出
す
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
こ
そ
が
平
和
教
育
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
意
義
で
あ
ろ
う
。

教
授
）
に
よ
る
、
黙
示
文
学
と
映
画

に
関
す
る
研
究
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
二
一
日
（
水
）
に
は
、

平
林
孝
裕
研
究
員
（
国
際
学
部
教
授
）

に
よ
っ
て
、「『
キ
リ
ス
ト
教
的
』
に

映
画
を
観
る
（
鑑
賞
す
る
、
読
む
、

評
価
す
る
）」
可
能
性
に
つ
い
て
の
研

究
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
映

画
と
キ
リ
ス
ト
教
を
め
ぐ
る
研
究
は
、

成
果
を
積
み
重
ね
て
、
キ
リ
ス
ト
教

界
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
た
い
と
の

願
い
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
研
究
会
は
、
そ
の
端
緒
と
な
る
内

容
で
し
た
。

　
二
年
目
と
な
る
二
〇
一
八
年
度
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究

を
発
表
す
る
研
究
を
積
み
重
ね
て
行

く
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
会
は
公

開
で
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
方
が
ご
参

加
く
だ
さ
っ
て
、
議
論
に
加
わ
っ
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
詳
し
く

は
、
R
C
C
か
ら
の
掲
示
物
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
宗
教
改
革
五
〇
〇
年
記
念
の
諸
行

事
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

講
演
等
の
詳
細
は
三
月
発
行
予
定
の

『
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
』
に
掲
載

さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
も
手
に

と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。（
K
）

編
集
後
記

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
展
開

　
―
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
お
け
る
平
和
教
育
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
―

報
告
者
　
奥
本
　
京
子
　
大
阪
女
学
院
大
学
教
授
、
R
C
C
研
究
員

＜

第
二
回
研
究
会
　
発
題
要
旨＞

「
平
和
紛
争
学
の
基
礎
概
念
と
平
和
教
育
の
関
係
性
」

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
キ
リ
ス
ト
教

R
C
C
セ
ン
タ
ー
長
　
水
野
　
隆
一


